
沖縄丸・小笠原丸から始まる
海底ケーブル敷設船の歴史

株式会社ディープ・リッジ・テク 代表取締役

一般社団法人ラ・プロンジェ深海工学会 代表理事

東京大学 名誉教授 浦 環
写真提供 （株）三菱重工業



小笠原丸と日本のケーブル敷設の歴史
NTT WE MARINE ホームページ
https://www.nttwem.co.jp/special/cable_history/chronological_table/ より抜粋

・明治5年（1872）8月 関門海峡・前田～雨ケ窪間（1.1km）に本邦最初の1心GP海底
電信ケーブル布設（担当、独人シェーファおよびジョンス）

・明治7年（1874）10月 津軽海峡、福島～今別間（40.2km）にストアノルデスケ号に
より海底電信ケーブル2条布設 

・明治8年（1875）2月 明治丸、英国グラスゴーより横浜へ回航
・明治10年（1877）7月 津軽海峡海底ケーブル修理、（大北電信会社へ委託）完了

（本邦初の修理工事）
・明治26年（1893）7月 長崎平畑～五島田部手間（96.7km）に1心GP海底電信ケーブ

ル布設
・明治29年（1896）4月 布設船沖縄丸竣工（英国グラスゴー・ロブニッツ会社）
・明治29年（1896）6月 沖縄丸英国より長崎へ到着
・明治37年（1904）2月 卒土浜（対馬）～巨済島～漆原半島間（147.4km）に1心GP電

信海底ケーブル布設
・明治39年（1906）8月 布設船小笠原丸竣工
・明治42年（1909）6月 大連～芝素間（166.1km）に1心GP電信海底ケーブル布設

（8.16 一般公衆通信取扱い開始）
・昭和20年（1945）2月 小笠原丸、静岡県下田港にて空撃を受ける
・昭和20年（1945）8月 小笠原丸、北海道増毛沖約4海里で魚雷攻撃を受け沈没





明治26年9月26日

官報

福田村字白浜と福江村戸楽との間



昭和8年に作られた
海図

昭和28年改訂

本土への海底ケーブル

田部手ー小浦
（長崎市柿泊町小江小浦）

戸楽ー白浜
（長崎市柿泊町白浜海岸）



福江 長崎

佐世保

明治26年に敷設された海底線



長崎県五島市福江島

福江
二本楠

富江

玉之浦

大瀬崎



明治から昭和初期に建造され、
利用されてきたケーブル敷設船
（逓信事業史第三巻より転載）



明治から昭和初期に建造され、
利用されてきたケーブル敷設船
（逓信事業史第三巻より転載）

https://www.nttwem.co.jp/special/cable_history/
cable_lay/pdf/nanyoumaru.pdf

南洋丸 1944年2月20日西表島西方海上戦没

沖縄丸 1938年7月引退

https://www.nttwem.co.jp/special/cable_history/
cable_lay/pdf/okinawamaru.pdf

東洋丸 1945年7月6日門司市田ノ浦沖蝕雷

https://www.nttwem.co.jp/special/cable_history/
cable_lay/pdf/touyoumaru.pdf



三菱重工業提供



Piping Plan 三菱重工業提供

Cable Tanks



NTT WE MARINEホームページ
https://www.nttwem.co.jp/english/special/cable_histo

ry/cable_lay/pdf/ogasawaramaru.pdf

小笠原丸
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建造所 三菱長崎造船所

進水 1906年6月12日

航行区域 近海区域

総トン数 1,404トン

長さ 74.10m

（垂線間長と考えられる）

幅 6.80m

主機関出力 1,789HP

最大速力 12.0ノット



0法令-内令提要-16(防衛省防衛研究所)
巻３ 追録／第１３類 艦船（１）

初島型電纜敷設艇（竣工ー）

初島：1940年10月25日（川重神戸）ー1945年4月28日（戦没）

釣島：1941年3月28日（川重神戸）ー1945年11月30日（除籍）

大立：1941年7月31日（播磨）ー1945年3月27日（戦没）

立石：1941年8月31日（播磨）ー1945年3月21日（戦没）
満載排水量：1,785トン
全長：76.8m
搭載能力：電纜20km、水中聴音機4組

海上自衛隊電纜敷設艦（就役ー）

つがる：1955年7月19日（三菱横浜）ー1990年3月15日（除籍）

むろと：1980年3月27日（三菱下関）ー2012年4月4日（除籍）

むろと：2013年3月15日（三菱下関）ー

初島 むろと（二代目）



https://www.e-rumoi.jp/syougaigakusyu/page29_00095.html

福士廣志著、留萌市教育委員会、1990



19日 1,500人余りの引き揚げ者を乗せて大泊発、稚内へ
20日 17時ごろ大泊着

23時45分1,514人の引き揚げ者を乗せて大泊発
21日 11時ごろ稚内着、887人下船。

16時すぎ稚内発、小樽へ
乗員八十二人、海軍警備隊員、下士官以下十七人、
引き揚げ者、推定六百三十三人

20時利尻島をかわす
22日 4時15分過ぎ、1本目の魚雷をかわす。

4時22分2本目の魚雷を被雷
船首を空中高く突き出して、ほとんど垂直に近い形で・・・
沈んでいく（工事主任大崎談）
潜水艦から機銃掃射を受ける（航海士高見沢談）
（沈没時時系列は参考文献[2]から抜粋、一部修文）

21日 23時ごろ大泊発
22日 9時50分ごろ潜水艦の砲撃を受け沈没

（参考文献[1]から抜粋）
1983年
6月6日 魚探にて発見（参考文献[1]ｐ139）
7月6日 潜水調査開始（参考文献[1]ｐ141）

小笠原丸

泰東丸

第二号新興丸 21日 9時大泊発
22日 4時55分ごろ潜水艦の魚雷を受け大破

9時ごろ留萌港南岸に着岸

1945年8月



福士廣志：「留萌沖三船遭難―終戦秘話」、留萌市教育委員会、1990

https://en.wikipedia.org/wiki/Leninets-class_submarine

Group 2  L-12

Group 3  L-19

L-19 25-May-38

Lost on or after 24 August 1945 to

unknown cause; probably mined in

or off the La Pérouse Strait

L-12 7-Nov-36

Renamed B-12  in 1949,

 decommissioned in 1959;

 stricken in 1983;

 hull entombed in a stone pier

 in Magadan in 1986

宗谷海峡



小笠原丸と泰東丸
の

沈没位置

10km

水深60ｍ

水深60ｍ



２E型戦時標準船の一般配置図

大内建二著「戦時標準船入門」、光人社NF文庫、2010

泰東丸



泰東丸の同型船
泰東丸の写真は見当たらない



マルチビームソナー
Multi-Beam Echo Sounder

送受波器

MBESを取り付ける治具



第二紀宝丸



調査の概要



船名 緯度（北緯） 経度（東経） 水深 全長

小笠原丸 43度54分16.4秒 141度24分42.8秒 57m 83m

泰東丸 44度05分16.8秒 141度28分22.1秒 58m 52m

不明船 43度45分53.2秒 141度16分18.8秒 103m 75m

発見位置



小笠原丸

Cable Tanks



小笠原丸



船尾側 船首側



右舷側後方上方より



泰東丸



小平町郷土資料館



船名 緯度（北緯） 経度（東経） 水深 全長

小笠原丸 43度54分16.4秒 141度24分42.8秒 57m 83m

泰東丸 44度05分16.8秒 141度28分22.1秒 58m 52m

不明船 43度45分53.2秒 141度16分18.8秒 103m 75m

発見位置



慰霊祭
8月22日留萌市了善寺



慰霊祭
8月22日増毛町墓地





https://www.kaiho.mlit.go.jp/07kanku/gyoumu/kaiko/toudai/toudaimeguri/setumei/oosezaki/framepage10.htm



大瀬崎 無電の址の記念碑

海上無線50周年の電電公社の記念碑
日露戦争「敵艦見ユ」の碑ではない

2025年5月27日は120年記念日

2023年5月27日04時45分撮影

大瀬崎無線電信の歴史継承会

1905年5月27日4時45分に「敵艦見ユ」の暗号を受信





北側から見た通信所（年代不明）





https://bunka.nii.ac.jp/heritages/detail/218035

戦艦三笠の三六式無線機



敵艦見ユ
ネネネネ：敵艦隊ラシキ煤煙見ユ

信濃丸発：1905年5月27日4時45分



船種：貨客船
所有者：日本郵船
竣工：1900年4月
建造：デビット・ウィリアム・ヘンダーソン社

（グラスゴー）
総トン数：6,388トン
垂線間長：136m
型幅：15m
型深さ：10m
主機関：三連成レシプロ2基
定格出力：4,000HP
最大速力：15.4ノット



五島列島

九州本土

対馬

壱岐

済州島

朝鮮半島

亜米利加丸
秋津洲

佐渡丸
和泉

厳島

満州丸

信濃丸

八幡丸

三笠

千代田

笠置
千歳

音羽

富士

日新

富士



第3戦隊戦闘詳報 970P

国立公文書館アジア歴史資料センター

第二報

敵ノ第二艦隊見ユ 地点203

タタタタ モ２０３

和泉の位置情報（225地点）の精度は信濃丸ほか
に比べて良いと考えられる。なぜならば、他船
に遅くまで港にいたために位置誤差が少なく、
曇りが続いていて天測ができなかった（加島
談）



第６戦隊の 「戦闘詳報」 に添付された 『第六戦隊無線電信発受信傍感報告』

https://navgunschl.sakura.ne.jp/suchi/13_02_Shinanomaru.html



http://www.sakanouenokumo.com/setteki.htm

日本海海戦が始まるまでの艦船の動き

東へと移動していくた
めに、大瀬崎海軍望楼
では電波を受信しにく
くなっていくと考えら
れる



大瀬山から見た信濃丸の方向

信濃丸

嵯峨島



2025年9月6日建立



大学は、過去に学びながら現在
を考える場でなければならない。

過去を知ることで現在を相対化
し、未来を切り開くことが歴史
を学ぶことの意義。
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